
小須戸商工会 TEL 38-2560 FAX 38-2027      H28.10.1 

入院や手術で給付金が受け取れる商工貯蓄共済「医療保障特約型」（詳しくは商工会まで） 

永
年
勤
続
表
彰
者
表
彰
の 

 
 

 
 

表
彰
申
請
に
つ
い
て 

 

新
潟
地
域
振
興
局
県
税
部 

移
転
の
お
知
ら
せ 

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！ 

 
 

 

使
用
者
も
、
労
働
者
も
。 

 

経
済
講
演
会
の 開

催
の
お
知
ら
せ 

に
い
が
た
Ｂ
Ｉ
Ｚ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ 

２
０
１
６
の
ご
案
内 

 

新
潟
県
最
低
賃
金
は
、
新
潟
県
の
現
下

の
経
済
・
企
業
・
雇
用
動
向
等
を
踏
ま
え
、

十
月
一
日
よ
り
七
百
五
十
三
円
に
改
定
さ

れ
ま
す
。(

改
定
前 

七
百
三
十
一
円) 

新
潟
県
最
低
賃
金
は
、
県
内
で
事
業
を

営
む
全
て
の
使
用
者
及
び
労
働
者
（
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
。）
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
最
低
賃
金
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
、
労
働
基

準
監
督
署
ま
た
は
商
工
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

        

 

南
・
秋
葉
区
商
工
会
連
絡
協
議
会
／
新

潟
法
人
会
白
根
地
域
部
会
で
は
、
新
潟
市

と
共
催
で
左
記
の
と
お
り
経
済
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】 

平
成
二
十
八
年
十
一
月
一
日(

火) 

午
後
七
時
～
午
後
八
時
三
十
分 

【
会
場
】 

 

サ
ル
ナ
ー
ト
吉
運
堂 

五
階
万
葉
の
間 

【
内
容
】 

 

今
後
の
日
本
の
政
治
経
済
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 

～
地
方
経
済
の
動
向
～ 

【
講
師
】 

 

法
政
大
学
法
学
部
教
授
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
・
元
朝
日
新
聞
編
集
委
員 

 
 

萩
谷 

順 

氏 

（
ス
ー
パ
ー
Ｊ
チ
ャ
ン
ネ
ル
等
に
出
演
） 

【
入
場
料
】 

 

無
料 

【
申
込
・
詳
細
等
】 

 

同
封
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
の
上
、
商
工

会
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

 

商
工
会
で
は
、
会
員
事
業
所
に
勤
務
す

る
従
業
員
に
対
し
、
事
業
主
の
申
請
に
よ

り
表
彰
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
勤
続
年
数

が
三
十
年
、
二
十
年
、
十
年
の
対
象
者
が

在
籍
す
る
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

表
彰
申
請
に
つ
い
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
限
】 

 

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日
（
金
） 

【
申
込
・
詳
細
等
】 

 

同
封
し
た
案
内
文
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

新
潟
地
域
振
興
局
県
税
部
が
移
転
と
な

り
ま
す
の
で
ご
案
内
し
ま
す
。 

【
移
転
日
】 

平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
日
（
火
） 

【
新
所
在
地
】 

〒
九
五
〇
‐
八
七
一
六 

新
潟
市
東
区
竹
尾
二
丁
目
二-

八
十 

（
旧
新
潟
東
工
業
高
校
） 

【
新
電
話
番
号
】 

 

〇
二
五
‐
二
七
三-

三
一
〇
八 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
庶
務
課
） 

【
お
願
い
】 

移
転
先
の
竹
尾
庁
舎
に
は
、
収
入
証
紙

を
取
り
扱
う
売
店
が
あ
り
ま
せ
ん
。
納
税

証
明
書
等
の
請
求
等
で
お
越
し
の
場
合
は
、

事
前
に
金
融
機
関
等
で
購
入
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

新
潟
県
内
最
大
級
の
商
談
型
産
業
見
本

市
「
に
い
が
た
Ｂ
Ｉ
Ｚ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０

１
６
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
出
展
者
と
の

商
談
の
ほ
か
、
会
場
で
し
か
聞
け
な
い
講

演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
、
特
別
展
示
も
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】 

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
日
（
木
） 

 
 
 
 
 
 
 

十
月
二
十
一
日
（
金
） 

 
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 

【
会
場
】
新
潟
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

【
入
場
料
】 

無
料 

【
申
込
み
・
詳
細
】 

 

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
何
名
様
で
も
ご

10月 

の花 
 

コスモス 
 

商
工
こ
す
ど 

か
わ
ら
版 
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業
務
改
善
助
成
金
の 

制
度
拡
充
に
つ
い
て 

経
営
安
定
セ
ミ
ナ
ー
の 

開
催
に
つ
い
て 

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
セ
ミ
ナ
ー
の 

開
催
に
つ
い
て 

入
場
い
た
だ
け
ま
す
。 

出
展
者
・
講
演
内
容
・
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ

ナ
ー
が
記
載
さ
れ
た
チ
ラ
シ
は
商
工
会
に

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。 新

潟
県
商
工
会
連
合
会
で
は
経
営
安
定

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。「
ク
チ
コ
ミ
」

を
利
用
し
た
お
金
を
か
け
ず
に
売
上
を
上

げ
る
方
法
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
の
で

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】 

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
八
日
（
金
） 

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分 

【
会
場
】 

 

新
潟
県
商
工
会
館 

七
階
会
議
室 

【
テ
ー
マ
】 

お
客
様
に
よ
る
ク
チ
コ
ミ
は
最
強
の
販
促 

～
ク
チ
コ
ミ
販
促
７
つ
の
し
か
け
～ 

【
講
師
】 

 

株
式
会
社
は
ぴ
っ
く 

代
表
取
締
役 

 
 

眞
喜
屋 

実
行 

氏 

【
申
込
み
・
詳
細
等
】 

同
封
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
の
上
、
商
工

会
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

新
潟
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
で
は
「
経
営

力
向
上
計
画 

策
定
・
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

【
日
時
】 

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
七
日
（
木
） 

 
 

午
後
二
時
か
ら 

【
会
場
】 

 

万
代
島
ビ
ル
十
一
階
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
会
議
室 

 

（
新
潟
市
中
央
区
万
代
島
五
番
一
号
） 

【
内
容
】 

 

第
一
部
：
セ
ミ
ナ
ー 

「
経
営
力
向
上
計
画
に
つ
い
て
」 

 

第
二
部
：
相
談
会 

 
 

計
画
の
作
成
方
法
や
留
意
点
な
ど
、

様
々
な
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。 

【
講
師
】 

 

中
小
企
業
診
断
士 

 
 
 

武
田 

浩
明 

氏 

 
 
 

上
村 

 

修 

氏 

【
定
員
】 

十
五
名
（
先
着
順
） 

【
参
加
費
】 

無
料 

【
申
込
み
・
詳
細
等
】 

 

商
工
会
に
チ
ラ
シ
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 

業
務
改
善
助
成
金
は
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
生
産
性
向
上
を
支
援
し
、
事

業
場
内
で
最
も
低
い
賃
金
（
事
業
場
内
最

低
賃
金
）
の
引
上
げ
を
図
る
た
め
の
制
度

で
す
。 

 

生
産
性
向
上
の
た
め
の
設
備
投
資
（
機

械
設
備
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
）

な
ど
を
行
い
、
事
業
場
内
最
低
賃
金
を
一

定
額
以
上
引
上
げ
た
場
合
、
そ
の
設
備
投

資
な
ど
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。 

【
制
度
の
拡
充
内
容
】 

紙
面
の
都
合
上
、
一
部
の
み
ご
紹
介
し

ま
す
。 

１
、
過
去
に
業
務
改
善
助
成
金
を
受
給
し

た
こ
と
の
あ
る
事
業
場
で
あ
っ
て
も
、
助

成
対
象
と
な
り
ま
す
。 

２
、「
人
材
育
成
・
教
育
訓
練
費
」「
経
営

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
経
費
」
も
助
成
対
象

と
な
り
ま
す
。 

 

【
問
い
合
わ
せ
】 

新
潟
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
〇
一
二
〇
‐
〇
〇
九
‐
二
二
九 

又
は
〇
二
五
‐
二
五
〇
‐
五
二
二
二
） 

事業場内最低賃金

の引上げ額 
助成率 

助成の 

上限額 

助成対象 

事業場 

30円以上 

７／１０ 

（常用労働者数30人以下の

事業場は３／４） 

※生産性要件を満たした場

合には３／４（４／５） 

50万円 

事業場内最

低賃金が

750円未満 

40円以上 70万円 
上記 800円

未満 

50円以上 

１／２ 

（常用労働者が30人以下の

事業場は３／４） 

100万円 
上記 1,000

円未満 


